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わが国は長年に渡り数理科学分野で高い水準を維持してきたが、DXの進む中、諸科学分野や
社会からの課題に応え価値を共創する新たな数理連携基盤を築く必要に迫られている。

九州大学マス・フォア・インダストリ研究所（IMI）：中核機関
東北大学知の創出センター（TFC）：協力機関

＋  全国15の連携機関
4 共同利用・共同研究拠点
1 大学共同利用機関法人

数学連携プラットフォーム
「マス・フォア・インダストリ・プラットフォーム」(MfIP)

社会からの要請に数学コミュニティ全体で応え、総合知構築を実現する
オールジャパン体制のプラットフォーム

諸科学分野
産業界
社会

コミュニティからのサポート：

・日本数学会
・日本応用数理学会
・統計関連学会連合

連携機関（15機関）
・北海道大学電子科学研究所附属

社会創造数学研究センター
・筑波大学数理科学研究コア
・武蔵野大学数理工学センター
・理化学研究所数理創造プログラム
・統計数理研究所
・早稲田大学数理科学研究所
・明治大学先端数理科学

インスティテュート

マス・フォア・インダストリ・プラットフォーム：アウトライン

・東京大学大学院数理科学研究科
・慶應義塾大学理工学部数理科学科
・名古屋大学大学院多元数理科学研究科
・京都大学大学院理学研究科数学・数理解析専攻
・京都大学数理解析研究所
・大阪大学数理・データサイエンス

教育研究センター
・大阪公立大学数学研究所
・広島大学大学院統合生命科学研究科 2



2030年に向けた数理科学の展開ー数理科学への期待と重要課題
（文部科学省研究振興局 2022年7月）
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中核機関 九州大学マス・フォア・インダストリ研究所（IMI）

協力機関 東北大学知の創出センター

事務局 IMIリエゾン戦略部門
北海道大学電子科学研究所
附属社会創造数学研究センター

筑波大学数理科学研究コア

理化学研究所数理創造プログラム

統計数理研究所

武蔵野大学数理工学センター

早稲田大学数理科学研究所

東京大学大学院数理科学研究科

慶應義塾大学理工学部数理科学科

名古屋大学大学院
多元数理科学研究科

京都大学大学院理学研究科
数学・数理解析専攻

京都大学数理解析研究所

大阪大学数理・データサイエンス
教育研究センター

大阪公立大学数学研究所

広島大学大学院
統合生命科学研究科

明治大学先端数理科学
インスティテュート

MfIP会議：各拠点代表者による会議．年に2度程度開催

MfIP実務担当者連絡会議：3ヶ月に1度程度開催

MfIP中核拠点運営委員会： 毎月開催．東北大も参加

MfIPアドバイザリー委員会：年に1度開催

IMI東京分室

東北
大学

九州
大学
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数学知的アセット価値化

学問への再投資

枠組み構築

MfIP構築・運営連携研究推進・
支援機能強化

組織的PBL型研究

共同利用・共同研究拠点

ネットワーク体制へ

の組み込み

企業等からの技術相談

・マッチング

積極的な受入

連携研究の
実践的追求

数学分野の
ネットワーク

強化

学問への
再投資

知的アセット・
人材の提供

による課題解決

オープンイノベーション

プラットフォーム機能

最先端の数学研究の推進と
総合知構築

MfIP事務局：IMIリエゾン戦略部門

知財管理

共同研究マッチング

大型研究費申請支援

インターンシップ

行政とも連携

中長期的研究戦略策定

数学コミュニティ全体で

社会・産業・諸分野からの

ニーズに応える体制

連携研究に専念する専任教員

産業・社会・諸分野からの

ニーズに応える

IMI東京分室を拡充

訪問滞在型国際拠点

長期国際テーマプログラムによる総合知構築

若手研究者向け短期プログラム

国際的数理高度人材の頭脳循環ハブ

IMI東京分室

IMIリエゾン戦略部門

知の創出センター

P
P
A

P
A

事務職員：3
シニアコーディネーター：1

事務職員：1
ファンドレイザー（基金課）：1

P 選考中
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当面の活動

産業・社会・諸科学分野との窓口機能・共同研究マッチング

企業・諸科学分野におけるニーズ発掘：

• IMI東京分室（JR有楽町駅前）を活用した活動

• MfIPによるワンストップサービスによるマッチング活動に言及すると興味を示す企業が多い

• 医学など諸科学分野からのマッチングのニーズもある

産業・社会・諸科学分野との窓口機能

脳科学関連学会連合との大型共同研究プログラムへの協力依頼とマッチング→12月にWS

• 企業，諸科学分野からの問題解決・共同研究の打診→MfIP全体に流して対応

各拠点におけるシーズ発掘：

• 各拠点の訪問

• マッチングを希望する研究者のデータ・連携事例データの共有

インターンシップマッチング

ニーズ発掘活動の際，DS人材のニーズに鋭く反応する企業は多い 
→ インターンシップ → 企業に数学の素養を持った人材が増える → 将来，数学に対するニーズが増える
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出会いの機会の創出とその「見える化」

訴求活動：諸科学分野の学会などでのイベント，企業や諸科学分野の研究者を招いてのイベント

→ IMIの共同利用研究のスキームを活用

・場所に関する条件を緩和．各機関で実施するイベントにも支援可能

・随時募集枠の緩和：研究集会だけでなく短期共同研究や1日だけの軽い企画などにも支援可能

MfIPキャラバン：普段，諸科学分野や産業と出会いのない純粋系の数学者に対する出会いの場

→ 諸科学分野や産業界の研究者，連携経験のある数学研究者を招へいして講演会などのイベント
を持ち回りで

• 経団連数理活用イニシアティブ（東北大，九大）

• 異分野異業種研究交流会（事務運営：東北大）

• PBL型事業（スタディグループワークショップ，g-RIPSなど）

• 知の創出センターにおけるテーマプログラム
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マッチングイベントの例：脳科学との連携WS

2023年12月28日（木）
10:00 – 18:00
九州大学日本橋サテライト

講演：数学4件・脳科学6件

ポスター発表：
数学7件・脳科学10件

参加者：63名
（数学31名，脳科学32名）

開会挨拶：
高橋良輔（脳科連代表）

閉会挨拶：
梶原健司（MfIP代表）
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